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	  　　　今年は卯（うさぎ）年
ぴょんぴょん飛躍の年へ


会員の皆様
新年明けましておめでとうございます。本年が皆様にとって良き年となりますよう願っています。
今年は干支でいうと「卯」年
子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戍・亥、十二支の中で「卯」は四番目です。この順番はどのようにして決まったのでしょう。
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絵本「十二支のはじまり」（文　岩崎京子）では次のように紹介されています。
「昔々、ある年の暮れに神様は動物達にお触れを出しました。そのお触れとは、正月の朝に御殿に来るように」「また、来た者から順番に十二番までを一年ずつその年の大将にするということです。動物たちは、それを聞いて自分が一番乗りだと大騒ぎをはじめました。」
「牛は自分が鈍いことをわかっているので正月の前の晩から御殿まで出発し始めます。そして姑息な鼠はこそっと牛の背中に飛び乗って、すやすやと眠りながら朝を待ちます。」
「やがて朝になると、御殿の門が重々しく開き」「鼠が牛の背中から飛び降りると、ちゃっかり一番乗りを果たします。」
「足の速さが自慢の虎は、颯爽と御殿まで辿り着きますが、それでも前の晩から出発していた鼠や牛には敵いません。」
「虎の次には、同じく足の速い兎も御殿に到着しますが、自慢の足にかまけて油断してしまい、一番にはなれませんでした。」
日本以外の十二支は？
　日本と同じ動物が登場するのは中国です。十二支に架空の動物「龍」や日本にいない「虎」が含まれることから、中国がルーツといえます。韓国では「猪」の代わりに「豚」が入っています。ベトナムでは「牛」の代わりに「水牛」が、「兎」の代わりに「猫」が充てられています。
　兎には二本の大きな耳
二つの大きな出来事である、ロシアによるウクライナ侵略を終わらせ、旧統一教会による被害者救済が実る年となってほしいものです。
　　　　　　　（大久保光夫）
鎌倉・長谷観音は
千三〇〇歳
十一月十九日
いちょう会の「大人の遠足」、今回は鎌倉を訪問しました。
最初に訪れた長谷寺は、天平八年（七三六年）創建で、本尊は像高九・一八ｍの巨大な「十一面観音立像」です。
この仏像は、養老五年（七二一年）に徳道上人が大和の国の山中で見つけた楠の大木から二体の十一面観音を造り、一体を大和長谷寺の本尊とし、もう一体は開眼供養（かいげんくよう）をした行基によって海に流され、それが三浦半島に流れ着き、鎌倉に安置されたものです。
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　長谷観音はどっしりとした体躯に、赤ちゃんのようなふくよかな手足をしていました。今年は長谷観音建立千三〇〇年を記念して「御足参り」（みあしまいり）を行っています。いちょう会会員の中からも「御足参り」に挑戦する方がいて、手ぬぐい越しですが、大きくてふっくらした足に触れていました。
　御霊神社では、宝物庫で「面掛行列」に使われる「面」を拝見し、また境内にある、力自慢に使われた「力石」を見学しました。参道では「力石」にちなんだ「力餅屋」を覗き、極楽寺切通しへ向かいました。
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　極楽寺のある土地は、元々は死骸が遺棄されるような「地獄」であったが、あえてそこに寺を建て「極楽寺」と名付けています。
　開山の忍性（にんしょう）は慈善事業に力を入れ「療病院」「癩宿」を設け、弱者救済に努めたり、極楽寺切通しを拓いたりしました。
　最後は谷戸の奥にある「白山神社」を訪れました。急な坂道を登ったところにある「白山神社」は「産鉄民」が祀ることが多いとされ、社の前には鉄製の赤い鳥居が建っていました。
　今回の「大人の遠足」には十一名の方が参加されました。

　いちょう会常任幹事会
　　　　　　　十二月八日
　いちょう会の常任幹事である山崎公江（まさえ）さんが「シルバー世代の支援」を掲げ、二〇二三年の統一自治体選挙に地元藤沢で立候補する決意を固めたことを受けて、常任幹事会で協議した結果、いちょう会として応援していくことになりました。
　謹　賀　新　年
　今年もよろしくお願いします
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃
　　副会長　　　滝沢　章
　　　　　　　　鈴木則之
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　会　計　　　中山政一
　　常任幹事　　大野和二
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　内海義幸
　　　　　　　　岩本晴代
　　会計監査　　熊谷一男
　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
　　　　　　　　永井碩夫
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[映画から社会を見る２２]
再びルース・べーダー・ギンズバーグについて
前回取り上げたルース・べーダー・ギンズバーグを描いた映画がもう一本ある。「ＲＢＧ最強の８５歳」（２０１８年制作）である。
前回紹介した「ビリーブ未来への大逆転」では弁護士として男女差別や社会的不公平と闘う姿が克明に描かれていたが、本作ではルースは８５歳。定年制のない米国で現職の最高裁判事でありその信念は判決に生かされている。姿を現すと、サインを求める人々に囲まれ、人気抜群のタレントのようである。「リベラルの救世主」などとの評価もある。
　映画は「男性の皆さんお願いです。私たちを踏みつけているその足をどけて」とのルースの発言から始まる。そして、ルースの子どもの頃の「自立せよ」との母の教え、学生時代には、５０年代としては珍しく女性の知性を尊重し、夫となってルースを支え続けたマーティンとの出会いを振り返る。
　家族、友人、同僚たちから、母として、友人として働く女性としてのルースの素顔が語られる。

　２回続けてルースの話題になってしまったが、ルースは２０２０年９月、８７歳で亡くなった。同年１０月、朝日新聞「声」欄に「ギンズバーグさんの闘いに思う」との投書が載っていたが、日本の最高裁判事１５人のうち女性はわずか２人であることの改革を訴えるものでもあった。
（緑川芳樹）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
 eq \o\ad(\s\up 11(てみづや),手水舍)の花のにしきに手を浄めコロナ終息阿弥陀に祈る
コロナ禍にイグアス河へ行きたきと想へば易し eq \o\ad(\s\up 11(バーチヤル),仮想)の旅　
草刈のロボット休む枯芝に隙を狙ふかむぐらの気配
正装の場に出る事も遠ざかり知らずに閉ぢし洗濯屋見つ
転失気も音をたてずば何の其のマスクしはふる駅前広場
オデッサのテーブル懸けに浮かび来る長閑なる村今も忘れじ
歌はれし北条民雄会いたきに『いのちの初夜』を取り出し読みぬ
通勤の人等に交じる危さに仕舞の段差しかと踏み終ふ
旅立ちを待てる飛鳥に浮かび来しあのクルーズの忌しき疫
差し出さる最中についと手を出しぬ好物なれば治療も忘れ
　私たちは今
会員のお便り
　「私の近況」
　　　　石橋　健（横浜市）
月曜日　自己の名前・年齢・住所を自問し
火曜日　ナンプレ（Number
Place）に挑んで
水曜日　厳寒期近づく東欧を思う
木曜日　馴染みの医院を訪ね
金曜日　犬と近所を散策して
土曜日　「いちょう会」の盛況を願う
友よ‼これが私の一週間の仕事です
国会議員からもお便り
　　　　　いただきました
参議院議員　鬼木まこと
　県退職者いちょう会の皆様、新年あけましておめでとうございます。昨年の参議院選挙・全国比例区において、皆さま方のご支援により国会へ送っていただくことができました。皆さまの付託に応えるのはこれからが本番であり、身の引き締まる思いです。
　皆さまから頂いた想いを力に、国会で精一杯頑張ってまいりますので、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。今年は統一自治体選挙の年です。「決められない政治」を終わらせるため、一致団結して頑張りましょう！
参議院議員　福島みずほ
　あけましておめでとうございます。昨年中は本当にお世話になりました。おかげ様で元気に国会で活動することができています。政府自民党は防衛予算を五年間で十一兆円にしようとしています。憲法九条を変えないと同時に、軍事大国になることを止め、戦争を止めていきましょう。雇用を立て直し、軍事費ではなく社会保障や教育に税金が使われるように変えていかなければなりません。この社会を、政治を一緒に変えていきましょう。
　　　参議院議員　水野もと子
　県退職者いちょう会のみなさま　新年あけましておめでとうございます。昨夏の参議院選挙での温かいご支援に心より感謝申し上げます。物価高に対応した年金改善や教育費の無償化など、暮らしを守る政策を。賃金の上昇や子育て・介護両立支援など、元気な日本を取り戻すためにも働く現場の笑顔を守る労働環境を。軍拡よりも外交での平和構築を。皆さまの思いを国会に届けるよう精進します。今後ともご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二〇〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先　東京都大田区西六郷
　　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　　大久保光夫

　訃　報
　　ご冥福を
お祈りいたします
　
　　　　中村和男さん
　　　　吉田元昭さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・原稿締切は一月十五日

